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自治会加入促進ＰＲ隊としてコネクトファイブが活躍します。

≪小倉北区自治会ヒーロー コネクトファイブ メンバー紹介≫

「コネクトファイブ」の画像は自治会・町内
会のチラシなどにお使いいただけます。詳し
くは自治会事務局へお問い合わせください。

お祭りレッド
敬老行事やお祭りな
ど特色ある地域の行
事を運営します。

防災ブルー
防災訓練を実施す
るなど地域の防災
に取り組んでいま
す。

防犯イエロー
暗い夜道を安心し
て歩けるように、
防犯灯の管理をし
ています。

美化グリーン
公園や川を清掃
し、花を植えて
まち美化活動を
推進しています。

安全ピンク
登下校時の見守りや、防犯パト
ロールを実施しています。
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共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

第63号【2】 小倉北区自治会だより 

南丘校区　「小熊野川ほたる祭り」
　わらべ唄に「ホゥホゥホタル来い、あっちの水は苦いぞ、こっちの水は甘いぞ！」。初夏の代表
的な風物詩であるホタル。毎年６月、「小熊野川ほたる祭り」が盛大に開催されています。
　小熊野川はその昔、日本の高度成長期の乱開発で河川は汚染され、荒廃したドブ川同然の川
を、「もう一度ホタルが飛び交う清流に！」を合言葉に地域住民の熱い思いと、行政の支援もあり
ホタルが住める水環境に整備され今日に至っております。
　北九州市内には、ホタルが飛翔する河川は67～ 68ケ所あるそうですが、ここ小熊野川は校
区住宅地のほぼ中央部を流れ、しかも、すぐ横を交通量の多い「熊谷一号線」が位置するところ
で、身近にホタルと触れ合うことが出来るのは全国でも珍しいとされ、遠く広島や熊本から見学
研修に来られたことがありました。
　「ほたる祭り」は、昭和56年に第一回が開催され、今年は35回目を迎えます。
　初回の祭りは、当時の北九州市長谷伍平氏をはじめ関係各位多数のご出席を得て、２日間（現
在は１日）で約一万人を超える人出で大変な賑わいだったと記録されています。
　『ほたる祭りは小熊野川』　先人先輩方がその「礎」を築いていただいたこの恵まれた自然環境
を大切に、校区のキャッチフレーズ「ほたると共生するまちづくり」を念頭に、このイベントを
通じてふれあいの輪を広げ地域近隣の皆さんがお互いに支え合い、安心して暮らせる地域コミュ
ニティーを更に推し進めて行きたいと思います。

校区のプチ自慢 Vol.7

赤い羽根募金は、県内の福祉施設等や小倉北区社会福祉協議会を通じ、
各校区の福祉活動や地域の行事、福祉団体等の活動に活用されています。
歳末たすけあい募金は、見舞金、区内の社会福祉活動、主として、校区
社協の活動費、青少年の健全育成事業などの自主活動を支援しています。

校区自治会からの共同募金総額　11,756,867円
 　　　赤 い 羽 根 募 金　　　 6,519,775円
 　　　歳末たすけあい募金　　　 5,237,092円
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赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました

　２月16日開催された「北九州マラソン」の応援を当会
で実施しました。ご参加、ご協力いただいた皆さまあり
がとうございました。

『北九州マラソン』応援

　家庭ごみの中にはリサイ
クル可能な古紙が含まれ、
そのうち約半分は「雑がみ」
です。雑がみや古紙の回収
は町内会や市民センターで

行っております。回収事業の奨励金は、
地域のふれあい活動、町内の環境美化活
動など、暮らしやすい地域づくりのため
に役立てられています。これからもリサ
イクルにご協力をお願いします。

○雑がみとしてできるもの
お菓子やティッシュペーパーの空き箱、
封筒、はがき、トイレットペーパーの芯、
コピー用紙、紙切れなど

ごみ減量で「できること」
まだまだあります。


